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コンピュータ技術の発展により，それを用いて，人間の

問題解決の支援を行なわせようと Lヴ考えが生まれ，意

思決定支援システム (DSS-Decision Support System) 

の概念が提唱されてから四半世紀が経過しようとしてい

る. MIS (Management Information System) によ

るルーティン的な意思決定のコンピュータ化の失敗に対

する反省から，意思決定を行なうのはあくまでも人間で

あり，コンピュータはその支援を行なうだけであるとい

うことがDSS の主張の 1 つになっている.

DSS の典型的な定義にしたがえば， D S S が対象と

する問題は，非定型的で抽象的で構造の不明確な，いわ

ゆる悪構造問題，非構造化問題と呼ばれるものである.

したがって，あらかじめプログラム化された意思決定に

よっては解くことができず，意思決定者が創造的な方法

で非プログラム的な意思決定をしなければならない.こ

のようなことから，ユーザーフレンドリネス，柔軟性，

豊富な分析機能などが， DS S に必要な機能として求め

られることになる.

この特集はDSS においてAI やOR/MSがどのよ

うな意味を持っているかについての 6 本の寄稿からな

っている. DS S についての議論はさまざまな観点から

行なわれているが，この特集では，そもそも DSS には

どのような機能が必要であるかとし、う観点からの解説，

DSS の応用分野からのアプローチ，企業における意思

決定の階層という観点からのアプローチ，そしてシステ

ム設計と L 、う観点からの設計論の試みからなっている.

DSS は人間の意思決定を“支援"するものであるか

ら，ユーザーインタフェースが重要であることはいうま

でもない.このような側面から，まずはじめに概説とし

て，中森義輝(甲南大学)氏に， Iしなやかな D S S J と
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いう題目で解説していただいた.そこでは，さまざまな

システム分析手法を組み込むだけではなく，利用者の使

いやすさに重点をおいたしなやかさ」を持つDSS

の必要性が強調されている.そして， これは，“インタ

ーフェイスに人間の意思や思想を自由に織り込めるコン

ヒ。ュータによる意思決定支援システムを根気よく開発す

ることによってのみ達成可能であると結んでいる.

DSS を企業における意思決定支援という観点でとら

えたとき，対象分野として，金融，マーケティング，在

庫管理，スケジューリング，管理会計などをあげること

ができる.この特集では，金融，スケジューリング，管

理会計をとりあげた.

まずはじめに，栗林訓氏(文教大)に， I金融DS

S における OR と AI の適用分野J という題目で解説を

お願いした.金融の分野は， ORにおいて今もっとも注

目を集めている応用分野の 1 つである.ここて、は，金融

の分野では即時性と高度な分析能力が必要で，コンビュ

ータによる支援は必須であるとしている.そして， OR

やAI の個々のモデルを有機的に組み合わせることによ

るシナジー効果を発揮するものとしてDSS をとらえ，

DSS は現実に即した議論を展開すべきであるとしてい

る.

次に，生産管理DSS における OR ， A 1 の利用とし

て，伊藤謙治氏(東京工業大学)に「生産管理におけるA

I アプローチ」とし、う題目で解説をお願いした.今日の

生産管理における管理対象の複雑性，問題の非構造性，

激しい環境変動などの生産状況に対して，生産の各階層

を統合した，わかりやすl "弾力的な生産管理が求めら

れているとし，そのためのアプローチとして， A 1 やエ

キスパートシステムの持つ意味について，従来のOR的

アプローチとの対比で述べられている.また，生産管理

問題の例として特にジョブ・ショップ・スケジューリン

グをとりあげ，さまざまな問題指向型のシステムについ
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て紹介されている.

応用分野からのアプローチの最後として，管理会計の

分野における DSS について，加登豊氏(神戸大)に，

f企業戦略と S 1 S ー管理会計におけるリンケージに向

けてーJ という題目で解説をお願いした. S 1 S (戦略

情報、ンステム)は，企業における情報技術の適用という

点で，現在もっとも注目を集めており. A 1 やORが深

くかかわっている分野の 1 つである.ここで、は. DS S 

が戦略的意思決定を支援する情報システムと位置づけら

れるのに対して，企業戦略の一環として情報、ンステムを

位置づけるという見方が S 1 S であるとしている.そし

て，管理会計の立場から，企業戦略と情報システムの関

係についての考察が行なわれている.

企業における意思決定の階層として，よく引用される

アンソニーの階層によれば，意思決定を業務的，管理的，

戦略的レベルに分けることができる.前述のように.D

SS はこの階層における管理的レベルや戦略的レベルと

いった上位のレベルの意思決定にかかわるといわれてい

る.このような観点から. r戦略的DSS と A I, ORJ 

という題目で，辻正重氏(青山学院大学)に解説をお

願いした.ここで、は. MI S からDSSへ至る歴史を振

り返り. DS S の特徴を個別性と具体性に求めている.

さらにAI 的システムと DSS の類似点と相違点につい

て言及し，これらは意思決定の記述的アプローチと規範

的アプローチに対応するのではないかとしている.ま

た，意思決定にかかわるシステムをタイプ分けし，問題

特性との関連について述べている.さらに，戦略的DS

S の一例として，実際に開発された戦略的提言志向的な

企業評価支援システムについて解説されている.

さて. DS S も“情報"を処理するシステムである限

り，ある意味でのDSS に対するシステム設計論を展開

する必要がある.このような意味で，最後に ro S S の

設計論に関する一考察j という題目で，解説を書かせて

いただいた.そこでは，従来の情報処理システムの設計

論がオートマトンにもとづいていたのに対して. DS S 

の設計論は目標追求システムをモデルとしたものである

べきであるとし，ウォーターフォール型にもとづいた設

計論を展開している.また，実際に稼働しているDSS

ジェネレータについても解説している.

なお，文献紹介として，現在のDSS分野で注目を集

めているモデル構築支援の試みとして. A.M.Geoffrion 

氏(カリフォルニア大学)の構造化モデリングに関する

論文を紹介していただいているので，こちらも参考にさ

れたい.

最後に，本特集に当って，ご努力いただいた木嶋恭一

氏(東京工業大学)に謝意を表したい.
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